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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

注 意 欠陥/多 動 性 障 害児 童(Attention-d面cit/hyperactivitydisorder:AD/HD)は 発 達 的 に 不相 応 な,

また一貫 していない水準の不注 意,衝 動性,多 動性 によって特徴 づけ られる.主 観的 な行動 評価 を使 用 した多

くの 研 究 か ら,AD/HDの 症 状 は状 況 要 因に より影 響 を受 け ることが 指摘 されて いる.本 研 究 の 目的は,

AD/HD児 童 における学 校場面での客 観的 な活動水 準が,状 況 要因とどのように関連 してい るか見いだすこと

である,

【方法 】

混 合型AD/HDと 診断された16人 の児童 と,性 別 と年齢が 調整 された20人 の対象児童が 本研 究に参加 した.

全 ての 参加 者は,活 動 水準 の客観 的 な測 定 機器(ア クチグラフ)を 学 校に登 校 した1週 間装 着 した.平 均

活動 水 準は,午 前と午後の 各授業 ごとに測定 された.ま た,各 クラスは以下の4つ に分 類 された.(1)座 る

授業(参 加 者が静か に自分の席に座って学ぶ ことを期待 され る授業),(2)座 らない授業(参 加 者が座 ること

を強制 されなかった授業),(3)体 育,(4)昼 食/昼 休 み.

【結剰

午後の座る授 業では,ADHD群 の平均活 動量は対 照群よりも有意に大 きかった(p〈0.05).し か し,午 前

の 全ての授 業,午 後 の座 らない授 業,体 育の授 業お よび昼 休みでは,群 問の有意 な差 を認め なか った.

【考察1

これ らの知見は,自 然 な状況では,抑 制を求める環境の 要因と,午 後であることによる疲 労の効 果が重 なっ

たとき,AD/HD児 は対照群 よりも大 きい活動量 を示す とい うことであ り,AD/HD児 への教 育的 ・治療的 働き

かけを考える際に有用 な示唆 を与えるものである,
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【目 的 】

注 意 欠 陥/多 動 性 障 害 児 童(Attention-deficit/

hyperactivitydisorderAD/HD)は 発 達 的 に 不 相 応 な

ま た 一 貫 し て い な い 水 準 の 不 注 意 衝 動 性 多 動 性 に よ

っ て 特 徴 づ け ら れ る 主 観 的 な 行 動 評 価 を 使 用 し た 多 く

の 研 究 か らAD/HDの 症 状 は 状 況 要 因 に よ り 影 響 を 受 け る

と が 指 摘 さ れ て い る 本 研 究 の 目 的 はAD/HD児 童 に お

け る 学 校 場 面 で の 客 観 的 な 活 動 水 準 が 状 況 要 因 と ど の

よ う に 関 連 し て い る か 見 い だ す こ と で あ る

【方 法 】

混 合 型AD/HDと 診 断 さ れ た6人 の 児 童 と 性 別 と 年 齢

が 調 整 さ れ た20人 の 対 象 児 童 が 本 研 究 に 参 加 し た 全

て の 参 加 者 は 活 動 水 準 の 客 観 的 な 測 定 機 器(ア ク チ グ

ラ フ)を 学 校 に 登 校 し た1週 間 装 着 し た 平 均 活 動 水 準

は 午 前 と 午 後 の 各 授 業 ご と に 測 定 さ れ た ま た 各 ク

ラ ス は 以 下 の4つ に 分 類 さ れ た1)座 る 授 業(参 加

者 が 静 か に 自 分 の 席 に 座 っ て 学 ぶ こ と を 期 待 さ れ る 授

業)(2)座 ら な い 授 業(参 加 者 が 座 る こ と を 強 制 さ

れ な か っ た 授 業)(3)体 育(4)昼 食/昼 休 み

【結 果 】

午 後 の 座 る 授 業 で はADHD群 の 平 均 活 動 量 は 対 照 群 よ

も 有 意 に 大 き か っ た(pO.05)、 し か し 午 前 の 全

て の 授 業 午 後 の 座 ら な い 授 業 お よ び 体 育 の 授 業 で は

群 間 の 有 意 な 差 を 認 め な か っ た
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